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平成 27 年度 第 235 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 27 年 10 月 20 日（火）13：30～14:40 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  近藤学長、松尾副学長、梶原副学長、漆原副学長、柳井副学長、江本事務局長、 
 大平外国語学部長、前田経済学部長、田中文学部長、二宮法学部長、眞鍋地域創生学群長、 
 龍国際環境工学部長、中尾基盤教育センター長、田村慶社会システム研究科長、 
      王マネジメント研究科長、小野学生部長、田村大教務部長、田島入試広報センター長、 
     佐藤情報総合センター長、日髙地域貢献室副室長、後藤評価室副室長 

配布資料   01-1 教員採用選考報告書（文学部） 

      1-2 国際環境工学部教員 空間デザイン分野(平成28年4月1日付採用) 選考委員会（変更案） 

      2-1 特命教授採用申請書（国際環境工学部） 

      2-2 特任研究員の選考について 

3  再任審査委員会の設置について 

4  地域戦略研究所の設置について 

5    学習支援研究部会の進捗状況について 

 

 

 

第１号 教員の人事について 

 ＊ 資料1-1のとおり、文学部の日本近代文学担当教員採用人事について、選考委員会から採用候補者

（生住昌大氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき採用候補者の採用について提案。 

 

 ● 教育研究業績書の著書、論文等の備考欄にページ数が記載されているものと記載されていないも 

  のがあるが、違いは何か。 

 ○ 極端に分量が少ないものについてはページ数を記載している。 

 ○ ページ数の記載について明確な基準はないが、ページ数が記載していないものについてはできる限 

  り記載するようにしたい。 

 

【議長】一部資料修正の上、提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 ＊ 資料1-2のとおり、国際環境工学部から空間デザイン分野担当教員の採用にかかる選考委員会委員

の変更について提案。 

 

 ○ 第229回教育研究審議会（平成27年6月23日開催）で設置した選考委員会の委員のうち1名について、

諸般の事情により変更したい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 特任教員等の選考について 

 ＊ 資料2-1のとおり、国際環境工学部からの申請に基づき、特命教授1名の採用について提案。 

 

○ 今年度末で定年退職となる国際環境工学部 門上希和夫教授を平成28年4月1日より特命教授として

採用することを申請するもの。採用となった場合は専任教授と同等の授業を担当することとなり、門

上教授の定年退職に伴う後任人事については任用している期間は凍結する。 

● 特命教授採用申請は各学部の判断により申請できるのか。何か条件はあるのか。 

○ 北九州市立大学特任教員、特命教授及び特任研究員に関する規程に基づき申請できるが、その判断
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は学長が行う。必要に応じて組織人事委員会で審議する。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

(議案承認の後、選考委員会を設置) 

 

 ＊ 資料 2-2 のとおり、国際環境工学部の特任研究員 1名の選考について提案。 
  

 ○前任者が平成27年11月30日付けで退職するため、平成27年12月1日より任用したい。任期は平成28年3

月31日までである。 

 ●特任研究員に任命する者の条件はあるのか。 

 ○今回提案している特任研究員は博士学位の取得までは必要としないが、 博士課程の必要単位修得を

条件としている。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 再任審査委員会の設置について 

 ＊ 資料3のとおり、平成28年9月30日付けで任期満了となる任期制教員のうち、再任申請のあった国際

環境工学部2名の審査を行うため、再任審査委員会の設置について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第４号 北九州市立大学地域戦略研究所の設置について 

 ＊ 資料4のとおり、北九州市立大学地域戦略研究所の設置について提案。 

  

 ○ 地域戦略研究所は、調査研究業務に加え、COC プラス事業の調整・実施機関として、本地域の経済

団体や自治体との連携のもと、学生の地元就職促進のための調査研究、企画立案及び事業推進を行う。 

 ● 地域戦略研究所は定款の２１条第２項第４号の「学長が定める教育研究上の重要な組織」にあたり、

規程の改正が必要なのではないか。 

 ○ 教育研究審議会の委員となる「教育研究上の重要な組織の長」は、学長が定めるものであり、規程

の改正は必要ない。 

 ● 研究所には教育・就職部門が設置されるが、学則の第１１条の研究所の目的の部分に、教育につい

ての記載がないので記載したほうがよいのではないか。 

 ○ 「調査研究、企画立案及び事業推進を行う」という記載の事業の中に教育も含まれている。 

 ○ この地域戦略研究所規程及び学則、関連規程は役員会で承認後施行される。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 
 ① 学習支援研究部会の進捗状況について、資料5のとおり報告があった。 

 ② 次回の審議会を11月10日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 

 


